
「アニマル SDGs」をテーマに自然との共生を訴える特定非営利活動法人エコロジーオンライン
（所在地：栃木県佐野市 理事長：上岡裕）が、有限会社沖倉商店（所在地：東京都三宅島 代表：
沖山雄一）の運営する「Cafe691」をザトウクジラ観察拠点に指定。 
2018 年前後から三宅島近海で観測されるようになったザトウクジラを中心に地球温暖化への適応

に向けた調査・研究・啓発事業を開始します。

＜背景＞
ザトウクジラは、冬でも２０℃前後を維持する温かい海で子育てをすることから、三宅島近海の個

体数増加の背景には地球温暖化があると推測されています。

捕鯨が規制されたことから個体数が増え、北の海にエリアを伸ばして東京諸島の近海に姿を見せ始

めたのではないかとする仮説について検証を手がけます。

Cafe691の庭から撮影したクジラやイルカの映像（昨シーズンは２５０本）が「沖倉商店
YouTube チャンネル」で公開されており、地球温暖化による生態系の変化を世界に伝えています。
子育てをするザトウクジラが見られる世界最北地域の「今」を見たいという要望に応えるため、

Cafe691の庭から「三宅島の海」のライブ配信も開始しました。
沖倉商店 YouTube チャンネル　https://www.youtube.com/c/okikurashoten/

＜Cafe691 オーナー　沖山雄一コメント＞

三宅島を愛し、在住した海洋生物学者ジャック・モイヤー先生がかつて、クマノミが雌雄同体であ

ることを発見。ここ三宅島の海から世界に発表されました。

私自身がモイヤー先生と過ごした貴重な時間、レイチェル・カーソンの「センス・オブ・ワンダー」

のような体験をリスペクトし、エコロジーオンラインとタッグを組んで世界に情報発信していこう

と思っています。     

【クラウドファンディングをスタート！】地球上で最大の動
物（ザトウクジラ）から 地球温暖化への「適応」を考える。
三宅島の「クジラの見られるカフェ」から世界に発信！

https://www.eco-online.org/humpback-whale/



＜今後の調査の方向性＞
これまでとはアプローチを変えて、海から船で追うのではなく、鼻水採取用の特別なドローンで陸

からクジラに近づいて、ブロー（鼻水）を採取し、採取した検体をＤＮＡ解析し、クジラの秘密を

探りたいと考えています。

ＤＮＡ解析から兄弟や姉妹、親子の関係が分析できたり、新しいウイルスが見つかっています。

世界中の研究者が持っているＤＮＡ解析データとマッチングすることで、世界が繋がります。

かつて、インターネットもない時代にジャック・モイヤー先生が世界へ研究を発表したように、最

新の手法で「三宅島から世界を繋ぐ」夢のプロジェクトにすべく準備中です。

【ＮＰＯ法人エコロジーオンライン】
2000 年 3月、エコロジーオンラインは栃木県の認証を得て活動をスタート。メールやウェブ、ソー

シャルメディアを有効に活用し、マダガスカル支援などグローバルな活動を手がけています。

2021 年 4月より、全国 FM放送協議会（JFN）の各局と連携して SDGs 情報の発信を始めており、

毎週金曜日「OH! HAPPY MORNING（全国 7局ネット）」の「おしえて！ SDGs」のコーナーを理

事長 上岡裕が担当しています。

　　　　　　　　　

【沖倉商店】
三宅島の沖倉商店（cafe691）には、オーナーがストランディング（漂着）したマッコウクジラか

ら採取した骨や歯が展示されており、実際に触れて写真を撮ることもできます。

また、海の生き物のイラストで有名な友永たろさんデザインのエコバッグやＴシャツ、トレーナー、

ナルゲンボトル（制作中）や Vixen クジラ用の双眼鏡（制作中）「現代の写楽」とも言われる、ミー・

イシイさんデザインのザトウクジラの日本手ぬぐいなど、オリジナルのグッズも充実しています。

※インターネットで購入可能

沖倉商店ネットショップ　http://okikura.cart.fc2.com/

＜お問い合わせ＞
特定非営利活動法人エコロジーオンライン

所在地：栃木県佐野市植上町１３３１‐６

電話番号：０２８３‐２３‐９７５８

理事長：上岡 裕

有限会社沖倉商店

所在地：東京都三宅島三宅村阿古６９１番地１

電話番号：０９０－３１０３－１９８６

代表取締役：沖山 雄一    


